
 

保物セミナー2015 
平成 27 年 12 月 18 日(金) 

大阪科学技術センター8 階大ホール 

 

 

第一部 講演会 

テーマ１  ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）の現状と未来 

特別講演  最近の安全規制と規制の現状 

テーマ２  国民線量評価 平均から線量分布に向けて 

テーマ３  リスクコミュニケーションの相対化 

第二部 ボイリング・ディスカッション 
 

主 催 ：保物セミナー2015 実行委員会 

共 催 ：（一財）大阪科学技術センター、（一財）電子科学研究所、 

（一社）日本保健物理学会、NPO 安全安心科学アカデミー 

協賛団体：（公財）放射線影響協会、（公社）日本診療放射線技師会、（公社）大阪府放射線技師会、 

（一社）大阪ニュークリアサイエンス協会、（公財）原子力バックエンド推進センター、 

（一社）日本原子力学会 関西支部、（公財）体質研究会、（公財）原子力安全技術センター、 

（公社）日本放射線技術学会、（公社）日本アイソトープ協会、（一社）日本原子力産業協会、 

（一社）日本非破壊検査協会関西支部、関西原子力懇談会、医療放射線防護連絡協議会、 

環境放射能除染学会、日本放射線安全管理学会、製薬放射線コンファレンス、 

開催日時：平成 27 年 12 月 18 日（金）9 時 25 分より 

開催場所：大阪科学技術センター8階大ホール（ボイリング・ディスカッションは地下１階） 

〒550-0004 大阪市西区靭本町 1丁目 8番 4号  

Tel.06-6443-5324 Fax.06-6443-5319  

参 加 費：第一部講演会 5,000 円（但し学生は無料） 

第二部 ボイリング・ディスカッション参加者は別途 5,000 円 

申込方法：「申込書」に必要事項をご記入の上 FAX 又は E メールにてお申込みください。 

受付番号を記載し、FAX 又は E メールにて返信致します。 

申込み先：Fax．06-6252-0851 E メール：seminar@esi.or.jp  

NPO 安全安心科学アカデミー「保物セミナー2015」事務局宛  

〒542-0081 大阪市中央区南船場 3 丁目 3 番 27 号サンエイビル 2 階  

Tel.06-6252-0851 http://www.anshin-kagaku.com/ 

  

「保物セミナー」とは関西における産官学の保健物理及び放射線管理関係者

を中心に実行委員会を組織し、時の話題についての講演会を毎年開催致してお

ります。今年も下記に示す最近の話題について開催することになりました。非

常に興味のあるテーマが沢山ありますので、ご参加をお待ちしております。 

http://www.anshin-kagaku.com/


 

 

 

 

 

第一部 講演会           (9:25～17:35) 

 

 

 

開会挨拶 辻本 忠 実行委員会委員長（NPO 安全安心科学アカデミー理事長） 9:25～9:30 

 

 

 

テーマ 1 「ホウ素中性子捕捉療法(BNCT)の現状と未来」 

 

時 間  9:30～11:25 

企 画  （一財）電子科学研究所 

座 長     髙淵 雅廣 大阪医科大学 

演 題  (1)「ＢＮＣＴの現状と問題点」 

宮武 伸一 大阪医科大学 がんセンター 特務教授 

(2)「原子炉ＢＮＣＴにおける医学物理学・工学」 

櫻井 良憲 京都大学原子炉実験所 放射線生命科学研究部門 

放射線医学物理学研究分野 准教授 

(3)「加速器 BNCT における医学物理の基礎知識」 

田中 浩基 京都大学原子炉実験所 中性子医療高度化研究部門 

特定准教授 

 

 

休 憩             11:25～12:25 

 

 

 

特別講演 「最近の安全規制と規制の現状」
 

 

時 間  12:25～13:20 

企 画   NPO 安全安心科学アカデミー 

座 長   小田 啓二 神戸大学 副学長・教授 

演 者   松本 武彦 原子力規制庁 放射線規制室 放射線検査管理官  

 

 

 

 

休 憩             13:20～13:30 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

テーマ２ 「国民線量評価 平均から線量分布に向けて」 
 

 

時 間     13:30～15:25 

企 画     （一社）日本保健物理学会 

座 長      甲斐 倫明 日本保健物理学会会長 

         学会長ご就任のご挨拶                

         （放射線防護の課題とこれからの保健物理学会の役割） 

演 者      高橋 史明 日本原子力研究開発機構 原子力基盤工学研究センター 

         稲垣 昌代 近畿大学原子力研究所  

質問及び討論                           

 

 

 

休 憩             15:25～15:35 

 

 

テーマ３  リスクコミュニケーションの相対化 

 

 

時 間   15:35～17:30 

企 画  （一財）大阪科学技術センター 

座 長   山本 幸佳 大阪科学技術センター電磁界調査委員会委員長 

（大阪大学名誉教授） 

演 題  (1)「専門家と市民の間にある知識・欲求・認知構造のズレを巡って」 

木下 冨雄（公財）国際高等研究所 フェロー （京都大学名誉教授） 

(2)「非電離放射線と電離放射線の相違点」 

大野 和子 京都医療科学大学 教授 

 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ   甲斐 倫明 大分県立看護科学大学 教授 

 

 

 

閉会挨拶  山本幸佳 実行委員会副委員長（大阪大学名誉教授）   17:30～17:35 

 

 

第二部 ボイリング・ディスカッション  （18:00～20:00） 

 

開催場所  大阪科学技術センター地下 1階 B101 号室 

総合司会  豊田 亘博 （大阪大学特任研究員） 

司会者   飯田 泰二 （長瀬ランダウア㈱ ） 

挨 拶   下  道国 （藤田保健衛生大学客員教授） 

 

 

 

 

 



 

 

大阪科学技術センター（OSTEC）の交通アクセス 

 

 


